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１．はじめに 

筆者らは、分岐・拡幅機構を持つ親子シールド機により、トンネルの分岐・拡幅・縮小部を地下施工のみ

で構築するオクトパス工法の開発を実施している。 

オクトパス工法の適用対象は、道路トンネルランプ部等であり、そのトンネル断面は横幅 30 m～40 m ク

ラスの大断面トンネルとなる。オクトパス工法における覆工構造としては、このような大断面での大きな断

面力に抵抗できる構造が必要となる。 

本文では、大断面トンネルの覆工構造として、どのような構造が設計・施工面から有利であるかを把握す

るために実施した、覆工構造の試設計結果を報告する。 

２．対象構造 

試設計の対象構造物は、横幅 34 m、高さ 13 m の地下高速道路ランプ部とした。このような大断面トンネ

ルの覆工構造として、1)鋼製フルウェブ構造、2)オープンサンドイッチ構造、及び 3)フルサンドイッチ構造

の３つの構造について試設計を実施した。 

３．施工手順 

1)鋼製フルウェブ構造、2)オープンサンドイッチ構造、及び 3)フルサンドイッチ構造の施工手順を表－１

に示す。鋼製フルウェブ構造の場合、１ピース長 8～10 m 程度の鋼殻を組み立てた後、耐火用のモルタ 

表－１ 施工手順図 
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ルを鋼殻内に充填して、覆工体を構築するものとした。オープン

サンドイッチ構造及びフルサンドイッチ構造の場合、まず１ピー

ス長５～６m 程度の鋼殻を仮設の中柱を設置しながら組み立てた

後、内空側に鉄筋または鋼殻を配置する。次に、鋼殻内部にコン

クリートを充填した後、仮設中柱を撤去して、覆工体を構築する

ものとした。 

４．試設計の概要 

鋼製フルウェブ構造の完成形の設計モデルを図－１に、オープ

ンサンドイッチ構造とフルサンドイッチ構造の完成形の設計モデ

ルを図－２１）１）１）１）に示す。鋼製フルウェブ構造の設計では、耐火モル

タル充填後の完成形に対して設計を行うものとした。オープンサ

ンドイッチ構造及びフルサンドイッチ構造の設計では、図－２に

示すＣＡＳＥ１とＣＡＳＥ２の２ケースについて設計を行うもの

とした。ＣＡＳＥ１は、仮設中柱撤去時の荷重を外荷重として考

慮した設計モデルであり、ＣＡＳＥ２は、完成形の土水圧に対す

る設計モデルである。なお、設計荷重については、土被りを約 10m

として算定した。 

試設計結果を図－３に示す。大断面トンネルの覆工構造として、

構造形式を 1)鋼製フルウェブ構造、2)オープンサンドイッチ構造、

及び 3)フルサンドイッチ構造とすることにより、大断面の断面力

に抵抗し得る覆工体を構築することが可能であることを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．おわりに 

1)鋼製フルウェブ構造、2)オープンサンドイッチ構造及び 3)フルサンドイッチ構造を施工性の観点から比

較した場合、仮設中柱の設置、撤去が必要のない鋼製フルウェブ構造が、他の２案に比べ施工性に優れてい

るといえる。同名報文３以降で紹介する継手構造、止水構造の開発の報告においては、施工性に優れた鋼製

フルウェブ構造に関して実施した開発成果をとりまとめている。 

【参考文献】１）三井他２名、新しい矩形シールドトンネルの開発と施工、トンネルと地下、Vol.30 No.6(1999) 

モデルＢ 

ＣＡＳＥ１ 

ＣＡＳＥ２ 

※ＣＡＳＥ１では、モデルＡの断面力とモデルＢ

の断面力を足し合わせることとする。 

図－２ オープンサンドイッチ構造及び

フルサンドイッチ構造設計モデル 

1) 鋼製フルウェブ構造 2) オープンサンドイッチ構造 3) フルサンドイッチ構造 

図－３ 覆工構造概要図 

モデルＡ 

図－１ 鋼製フルウェブ構造設計モデル 
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